
幕
末
期
の
日
本
に
滞
在
し
た
ス
イ
ス
使
節
の
首
席
全
権
の
ア
ン
。
ヘ
ー
ル
は
、

日
本
の
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
印
象
を
語
っ
て
い
る
。

ざ
っ
と
こ
う
し
た
環
境
の
中
で
、
日
本
の
子
供
は
伸
び
伸
び
と
育
っ
て

ゆ
く
。
ま
ず
、
両
親
の
家
に
も
ま
し
て
す
べ
て
の
自
然
の
ま
ま
に
、
ま
っ

た
く
田
園
風
に
過
ご
す
の
で
あ
る
。
自
然
こ
そ
は
子
供
ら
を
守
る
芝
生
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
両
親
は
と
り
わ
け
世
話
を
や
か
ず
、
玩
具
に
も
、
遊
戯

に
も
祭
礼
に
も
干
渉
し
な
い
。
た
だ
子
供
を
教
育
す
る
こ
と
だ
け
に
関
心

を
も
ち
、
そ
れ
を
唯
一
の
楽
し
承
と
し
て
い
る
。

本
来
の
学
課
と
し
て
は
、
唄
を
合
唱
し
、
〃
い
ろ
は
〃
を
大
声
を
あ
げ

て
唱
え
、
本
を
朗
読
し
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
〔
い
ろ
は
〕
を
墨
と
筆
と
で
書

き
、
や
が
て
語
を
綴
り
、
文
章
を
書
く
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
し
か
も
成

論
説近

世
村
落
の
子
供
組
と
寺
子
屋

は
じ
め
に

ｌ
「
イ
エ
」
と
「
ム
ラ
」
を
超
え
る
可
能
性
Ｉ

ア
ン
尋
ヘ
ー
ル
が
い
た
く
感
心
し
て
い
る
の
は
、
日
本
の
子
供
が
「
自
然
の

ま
ま
」
「
田
園
風
」
な
環
境
の
中
で
「
伸
び
伸
び
と
育
っ
て
」
お
り
、
両
親

は
「
と
り
わ
け
世
話
を
や
か
ず
、
玩
具
に
も
、
遊
戯
に
も
、
祭
礼
に
も
干

渉
」
せ
ず
、
た
だ
「
教
育
す
る
こ
と
だ
け
に
関
心
」
を
も
っ
て
い
る
こ
と
と
、

「
成
人
に
達
し
た
男
女
と
も
」
読
ゑ
書
き
、
数
の
勘
定
が
で
き
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
こ
で
い
う
玩
具
・
遊
戯
・
祭
礼
な
ど
は
い
わ
ゆ
る
「
村
落
の
共
同
体

的
産
育
慣
行
」
の
世
界
で
あ
り
、
「
教
育
」
と
は
寺
子
屋
教
育
の
こ
と
で
あ

る
。

ア
ン
尋
ヘ
ー
ル
の
叙
述
を
、
子
供
た
ち
サ
イ
ド
か
ら
見
れ
ば
、
両
親
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
の
埒
外
に
あ
る
共
同
体
的
産
育
慣
行
の
世
界
と
、
両
親
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
埒
内
に
あ
る
寺
子
屋
教
育
の
世
界
が
併
存
し
て
い
た
と
言
う
こ
と

に
な
る
。
ア
ン
ベ
ー
ル
の
目
に
映
っ
た
世
界
は
、
幕
末
期
日
本
に
お
け
る
子

年
に
達
し
た
男
女
と
も
、
読
み
書
き
、
数
の
勘
定
が
で
き
る
。

（
１
土
）

（
『
ア
ン
雲
ヘ
ー
ル
幕
末
日
本
図
絵
』
上
巻
）

吉
田
勉
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私
が
調
査
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
い
る
大
宮
市
域
（
当
時
の
片
柳
村
大
字
染

谷
）
に
お
い
て
も
、
戦
後
ま
も
な
く
ま
で
「
子
供
連
中
」
が
存
在
し
活
発
な

活
動
を
続
け
て
い
た
。
以
下
染
谷
の
「
子
供
連
中
」
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト

は
、
一
九
二
○
（
大
正
九
）
年
生
ま
れ
の
三
枝
敏
夫
さ
ん
か
ら
の
聞
き
取
り

に
よ
る
。

大
字
染
谷
は
近
世
期
に
は
染
谷
村
と
い
い
、
村
は
東
西
ふ
た
つ
の
組
で
構

成
さ
れ
て
い
た
。
東
組
の
鎮
守
が
八
雲
神
社
、
西
組
の
鎮
守
が
氷
川
神
社
で
、

総
鎮
守
は
な
く
、
祭
礼
も
別
々
に
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
両
組
は

供
の
世
界
の
実
像
を
よ
く
伝
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
両
親
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
埒
外
と
埒
内
に
あ
る
ふ
た
つ
の
世
界
は
ど
の
よ
う
に
併
存
し
、
ど
の
よ

う
に
関
係
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

共
同
体
的
産
育
慣
行
の
世
界
に
つ
い
て
は
、
日
本
民
俗
学
の
成
果
に
依
拠

（
ワ
己
）

し
な
が
ら
、
「
村
の
子
育
て
の
習
俗
の
全
体
像
を
導
き
出
し
て
み
る
」
と
い

う
方
法
が
と
ら
れ
て
き
た
。
帯
祝
い
、
産
立
飯
、
宮
参
り
、
初
節
句
、
食
い

初
め
、
誕
生
祝
い
、
七
五
三
の
祝
い
，
：
：
．
、
七
つ
に
な
れ
ば
村
の
子
供
集
団

参
加
…
…
一
連
の
妊
娠
か
ら
成
長
を
祝
う
行
事
、
村
の
年
齢
集
団
参
加
な
ど

の
習
俗
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
民
俗
学
の
成
果
や
、

家
・
親
族
集
団
・
村
落
に
か
か
る
日
本
民
族
学
の
成
果
に
学
び
な
が
ら
、
子

供
組
と
寺
子
屋
教
育
の
併
存
と
い
う
事
実
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
近
世
村
落

に
お
け
る
子
供
の
世
界
へ
の
歴
史
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
て
ゑ
た
い
。

一
昭
和
初
期
の
子
供
組

か
な
り
独
立
性
が
強
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
三
枝
さ
ん
た
ち
は
、
小
学
校
に

あ
が
る
と
、
東
西
の
組
を
単
位
と
す
る
「
子
供
連
中
」
に
「
仲
間
入
り
」
す

る
。
な
お
、
当
時
「
ご
ゆ
う
だ
ん
」
（
互
友
団
、
ま
た
は
御
友
団
？
．
）
と
も

呼
ば
れ
て
お
り
、
現
代
の
通
学
班
的
な
性
格
を
も
有
し
て
い
た
ら
し
い
。

「
子
供
連
中
」
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
当
時
の
高
等
科
一
年
生
、
二
年
生
ら
が
勤

め
た
と
い
う
。

「
子
供
連
中
」
の
活
動
に
は
、
年
中
行
事
の
主
宰
（
六
地
蔵
様
、
庚
申
様
、

地
蔵
様
）
、
日
常
的
な
活
動
（
水
泳
遊
び
、
烏
取
り
、
魚
取
り
な
ど
）
の
ふ

た
つ
の
側
面
が
あ
っ
た
。
六
地
蔵
様
を
や
や
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。
村
内
常

泉
寺
に
あ
る
六
地
蔵
様
を
め
ぐ
る
年
中
行
事
は
、
「
子
供
連
中
」
が
す
べ
て

主
宰
し
た
。
行
事
が
近
づ
く
と
、
「
子
供
連
中
」
は
「
お
灯
明
を
あ
げ
る
か

ら
、
お
金
を
下
さ
い
」
と
い
っ
て
同
寺
の
壇
家
を
ま
わ
っ
て
歩
き
、
集
め
た

お
金
を
資
金
に
し
て
、
六
地
蔵
様
を
手
づ
く
り
の
灯
明
で
飾
り
、
お
と
な
た

ち
の
お
参
り
を
迎
え
た
と
い
う
。
六
地
蔵
様
を
は
じ
め
、
庚
申
様
、
地
蔵
様

の
行
事
は
す
べ
て
、
「
子
供
連
中
」
だ
け
で
主
宰
さ
れ
、
子
供
た
ち
の
「
自

治
的
」
な
活
動
で
あ
っ
た
。

ま
た
日
常
的
な
活
動
に
お
い
て
も
、
高
等
科
の
リ
ー
ダ
ー
か
ら
子
供
仲
間

に
対
し
て
、
水
泳
の
技
術
や
鳥
取
り
、
魚
取
り
な
ど
の
仕
掛
け
づ
く
り
や
取

り
方
の
技
術
が
自
然
と
伝
達
さ
れ
た
。
三
枝
さ
ん
は
、
「
親
た
ち
も
ど
う
の

こ
う
の
と
干
渉
し
な
か
っ
た
」
「
あ
の
時
分
は
、
自
然
と
の
遊
び
が
、
自
然

な
か
た
ち
で
あ
っ
た
ん
だ
よ
ネ
」
と
語
る
。

幕
末
期
の
ア
ン
尋
ヘ
ー
ル
は
、
日
本
の
子
供
が
「
自
然
の
ま
ま
」
「
田
園
風
」

な
環
境
の
中
で
「
伸
び
伸
び
と
育
っ
て
」
お
り
、
両
親
は
「
と
り
わ
け
世
話
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で
は
こ
う
し
た
「
子
供
連
中
」
の
存
在
は
、
い
つ
頃
ま
で
遡
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
。
全
国
の
子
供
組
に
つ
い
て
豊
富
な
事
例
を
紹
介
し
て
い

（
ｑ
Ｊ
）

る
瀬
川
清
子
氏
『
若
者
と
娘
を
め
ぐ
る
民
俗
』
は
、
子
供
組
の
起
源
に
つ
い

て
、
「
子
供
群
の
祭
日
の
活
動
は
年
々
行
わ
れ
、
こ
れ
に
参
加
す
る
人
員
は
、

世
代
か
ら
世
代
に
密
接
に
継
承
さ
れ
る
が
、
多
く
の
場
合
、
若
者
組
の
よ
う

に
常
設
の
組
織
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
「
非
常
に
よ
く
整
備
し
た

恒
常
的
な
子
供
仲
間
の
組
織
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
村
に
あ
る
の
は
古
風
な
も

の
の
名
残
り
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
若
衆
組
な
ど
の
模
倣
に
よ
る
新
し
い

発
達
で
あ
る
の
か
こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
だ
た
し
か
な
結
論
が
出
て
い
な
ど

と
し
て
い
る
。
瀬
川
氏
は
豊
富
な
事
例
研
究
か
ら
、
子
供
群
の
活
動
は
普
遍

的
に
見
ら
れ
る
が
、
子
供
組
の
存
在
は
必
ず
し
も
普
遍
的
で
な
い
と
い
う
事

実
を
摘
出
し
、
子
供
組
の
起
源
に
つ
い
て
、
「
古
風
な
も
の
の
名
残
り
」
「
新

し
い
発
達
」
と
の
両
説
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
て
い
る
。

た
し
か
に
子
供
組
に
か
か
る
歴
史
史
料
は
希
簿
で
あ
る
が
、
近
世
期
の
大

宮
市
域
に
も
子
供
組
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
史
料
が
あ
る
。

①
櫛
引
村
氷
川
神
社
の
庖
瘡
神
石
祠

〔
造
立
〕
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）

を
や
か
ず
、
玩
具
に
も
、
遊
戯
に
も
、
祭
礼
に
も
干
渉
」
し
な
か
っ
た
と
語

っ
た
が
、
昭
和
初
期
の
染
谷
に
お
い
て
も
、
「
子
供
連
中
」
の
活
動
の
な
か

に
ほ
と
ん
ど
同
質
の
世
界
が
展
開
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

二
近
世
村
落
の
年
齢
集
団
と
子
供
組

〔
施
主
〕
子
供
中

②
加
茂
宮
村
金
剛
寺
の
天
神
宮
石
祠

〔
造
立
〕
文
化
四
年
（
一
八
○
七
）

〔
施
主
〕
子
供
中

③
加
茂
宮
村
熊
野
神
社
の
天
神
宮
石
祠

〔
造
立
〕
不
明

〔
施
主
〕
加
茂
宮
村
子
供
中

い
ず
れ
も
子
供
組
が
石
造
物
の
造
立
主
体
と
し
て
登
場
し
て
く
る
ケ
ー
ス

で
、
少
な
く
と
も
天
明
・
文
化
期
の
大
宮
市
域
の
村
点
に
子
供
組
が
存
在
し

て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
管
見
で
は
、
大
宮
市
域
の
文
字
史
料
（
文
書

や
石
造
物
・
絵
馬
な
ど
の
銘
文
）
に
お
い
て
、
子
供
組
に
か
か
る
も
の
は
こ

の
三
例
の
承
で
あ
る
。
こ
う
し
た
数
少
な
い
史
料
だ
け
か
ら
、
子
供
組
が
近

世
村
落
に
普
遍
的
に
存
在
し
て
い
た
と
は
言
い
が
た
い
。

さ
ら
に
民
族
学
が
伝
え
る
年
齢
階
梯
区
分
を
検
討
し
て
承
よ
う
。
江
守
五

夫
氏
が
紹
介
す
る
牡
鹿
半
島
の
年
齢
階
梯
区
分
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
。

④
牡
鹿
半
島
小
網
倉
の
年
齢
階
梯
区
分
（
江
守
五
夫
氏
『
日
本
村
落
社
会

（
４
役
）

の
構
造
』
よ
り
引
用
）

女 男
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仏
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小
網
倉
の
部
落
で
は
、
男
子
は
ま
ず
「
子
供
契
約
」
Ｉ
「
子
供
仲
間
」
に

入
り
、
一
五
歳
で
「
若
者
契
約
」
Ｉ
「
若
者
組
」
に
加
入
し
、
四
二
歳
で

「
年
寄
契
約
」
に
昇
進
し
、
六
一
歳
を
も
っ
て
「
庚
申
講
」
に
仲
間
入
り
を

す
る
。
女
子
は
小
学
校
入
学
前
後
に
「
孫
女
仲
間
」
に
、
年
長
に
な
っ
て

「
手
伝
娘
仲
間
」
に
入
り
、
嫁
た
ち
の
仲
間
と
し
て
「
地
蔵
講
」
（
山
神
講

と
も
言
う
）
に
加
入
し
、
や
が
て
「
ガ
ガ
講
」
と
よ
ば
れ
る
「
観
音
講
」
に

昇
進
し
、
最
後
に
「
パ
パ
識
」
と
よ
ば
れ
る
「
念
仏
講
」
に
仲
間
入
り
す
る
。

な
お
、
女
性
の
最
初
の
二
階
梯
は
明
確
な
集
団
を
形
づ
く
っ
て
い
な
い
と
言

ア
局
／
○

小
網
倉
の
特
徴
は
、
小
児
期
を
除
く
全
人
生
行
程
に
わ
た
っ
て
、
性
別
・

年
齢
階
梯
区
分
別
に
、
基
本
的
に
年
齢
集
団
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

な
お
江
守
氏
に
よ
れ
ば
小
網
倉
の
よ
う
な
事
例
は
、
「
わ
が
国
の
西
南
部
に

あ
っ
て
も
け
っ
し
て
一
般
的
な
事
象
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
若
者
の
年
齢
集

団
の
み
が
あ
っ
て
他
の
年
齢
集
団
が
見
出
さ
れ
な
い
方
が
通
例
と
い
え
る
」

「
か
よ
う
に
村
落
の
女
子
成
員
に
関
し
て
年
齢
階
梯
制
が
成
立
し
て
い
る
と

い
う
事
例
は
、
未
婚
女
子
の
集
団
（
い
わ
ゆ
る
「
娘
組
」
）
を
の
ぞ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
他
の
地
方
か
ら
は
殆
ど
報
告
さ
れ
て
い
な
い
」
と
さ
れ
る
。
先
に

ぷ
た
瀬
川
氏
と
ほ
ぼ
同
様
の
見
解
で
あ
る
。
た
だ
し
江
守
氏
は
女
性
の
年
齢

階
梯
制
に
つ
い
て
、
「
一
定
の
年
齢
層
の
女
性
の
承
が
加
わ
る
宗
教
的
な
い

し
娯
楽
的
な
「
講
」
の
習
俗
が
広
く
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
も
し
こ
の

「
講
」
習
俗
が
東
北
の
太
平
洋
岸
の
「
講
」
と
同
じ
起
源
か
ら
発
す
る
も
の

で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
う
る
と
す
れ
ば
、
わ
が
国
の
年
齢
階
梯
制
が
女
性
に
お

い
て
も
か
つ
て
広
汎
に
成
立
し
て
い
た
と
み
な
さ
れ
う
る
こ
と
に
な
る
」
と

指
摘
し
て
い
る
。
江
守
氏
の
年
齢
階
梯
制
と
「
講
」
の
関
連
性
の
指
摘
は
女

性
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
講
」
を
「
村
中
」
「
氏
子
中
」
「
女
中
」
な

ど
の
村
落
内
集
団
に
拡
大
す
れ
ば
、
男
女
の
年
齢
階
梯
制
と
こ
れ
ら
村
落
内

集
団
と
の
関
連
性
も
指
摘
で
き
る
。
近
世
大
宮
に
お
け
る
石
造
物
の
造
立
者

に
は
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
村
落
内
集
団
が
あ
る
。

⑤
島
村
・
地
蔵
尊

〔
造
立
〕
宝
永
五
年
（
一
七
○
八
）

〔
施
主
〕
嶋
村
老
若
男
女

⑥
下
郷
・
妙
光
寺
の
地
蔵
尊

〔
造
立
〕
宝
永
六
年
（
一
七
○
九
）

〔
施
主
〕
念
仏
講
村
中
男
女
都
合
七
拾
一
人

⑦
大
和
田
村
・
真
福
寺
跡
の
庚
申
塔

〔
造
立
〕
享
保
一
○
年
（
一
七
二
五
）

〔
施
主
〕
村
中
男
女
四
百
五
拾
人

⑧
西
山
・
馬
頭
観
世
音
塔

〔
造
立
〕
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）

〔
施
主
〕
西
山
男
女
講
中

⑨
片
柳
・
熊
野
神
社
の
敷
石
奉
納
碑

〔
造
立
〕
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）

〔
施
主
〕
惣
氏
子
若
者
中

例
示
し
た
村
落
内
社
会
集
団
を
小
網
倉
の
年
齢
集
団
と
対
比
さ
せ
て
見
よ

う
。
⑥
の
「
村
中
」
は
男
子
の
「
年
寄
契
約
」
に
、
「
女
中
」
は
「
観
音
講

（
ガ
ガ
講
）
」
に
あ
た
る
も
の
と
思
わ
れ
、
⑧
の
「
男
女
講
中
」
は
両
者
の

－94－



合
体
と
思
わ
れ
る
。
⑨
の
「
惣
氏
子
」
は
男
子
の
「
年
寄
契
約
」
に
、
「
若

者
中
」
は
「
若
者
契
約
」
に
あ
た
る
。
さ
き
に
例
示
し
た
①
②
③
の
「
子
供

中
」
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
子
供
契
約
」
に
あ
た
る
。
例
示
し
た
近
世
大

宮
市
域
の
石
造
物
の
造
立
主
体
に
登
場
す
る
年
齢
集
団
は
、
男
子
で
は
「
庚

申
講
（
ジ
ジ
講
）
」
を
除
く
三
年
齢
階
梯
に
対
応
し
、
女
子
で
も
「
観
音
講

（
ガ
ガ
講
）
」
に
は
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
⑤
で
は
「
嶋
村
老
若
男
女
」
と

あ
り
、
年
齢
集
団
を
形
成
し
て
い
た
か
ど
う
か
明
確
で
は
な
い
が
、
「
老
」

Ｉ
「
ジ
ジ
」
「
パ
パ
」
に
あ
た
る
年
齢
階
梯
の
も
の
が
地
蔵
尊
の
造
立
主
体

と
し
て
存
在
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
⑦
で
は
「
村
中
男
女
四
百
五
拾

人
」
と
あ
り
、
同
時
期
の
地
蔵
尊
に
は
同
村
の
総
人
口
を
示
す
「
男
女
六
百

人
」
と
の
表
記
も
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
村
中
男
女
四
百
五
拾
人
」
は
一
五
歳

以
上
の
村
民
男
女
の
す
べ
て
を
含
む
も
の
と
推
定
で
き
る
。
と
す
れ
ば
、
こ

の
時
期
の
大
和
田
村
の
「
村
中
」
は
「
老
若
男
女
」
Ｉ
各
年
齢
階
梯
の
も
の

の
す
べ
て
を
包
含
す
る
集
団
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
例
示
し
た
の
は
五
例
に
過
ぎ
な
い
が
、
近
世
期
石
造
物
の
造
立
主

体
に
は
性
別
・
年
齢
別
の
村
落
内
集
団
が
移
し
く
存
在
す
る
。
近
世
村
落
に

お
け
る
こ
う
し
た
各
性
別
・
年
齢
階
梯
別
集
団
の
存
在
か
ら
、
私
と
し
て
は

む
し
ろ
「
（
小
児
期
を
除
く
）
全
人
生
行
程
に
わ
た
っ
て
年
齢
階
梯
が
明
確

に
設
け
ら
れ
て
い
る
」
こ
と
こ
そ
通
例
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
す

る
。
近
世
後
半
か
ら
近
代
に
か
け
て
、
年
齢
階
梯
制
に
対
し
て
解
体
的
に
作

用
す
る
家
父
長
制
家
族
原
理
や
身
分
階
層
制
の
優
勢
化
が
す
す
む
の
で
あ
っ

て
、
民
族
学
や
民
俗
学
が
明
ら
か
に
し
た
「
若
者
の
年
齢
集
団
の
承
が
あ
っ

て
他
の
年
齢
集
団
が
見
出
さ
れ
な
い
方
が
通
例
」
「
村
落
の
女
子
成
員
に
関

で
は
、
村
落
内
年
齢
集
団
の
ひ
と
つ
で
あ
る
子
供
組
は
、
村
落
内
で
ど
の

よ
う
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
占
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
大
宮
市
域
の
「
子
供
連

中
」
が
六
地
蔵
様
な
ど
の
年
中
行
事
を
「
自
治
」
的
に
主
宰
し
た
事
例
を
ゑ

た
が
、
こ
う
し
た
主
宰
権
限
は
村
落
共
同
体
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
だ
ろ

う
か
。

（
貝
Ｕ
）

⑩
延
宝
五
年
．
一
六
七
七
村
中
若
衆
吟
味
之
事

一
、
村
中
若
衆
吟
味
之
事

一
、
向
山
へ
口
村
よ
り
あ
ら
す
に
付
ぎ
ん
承
之
事

一
、
同
山
道
作
に
、
家
な
ゑ
よ
り
壹
人
つ
つ
出
可
申
之
事

一
、
付
面
谷
々
さ
か
へ
ま
て
急
度
作
可
申
事
右
之
條
を
壱
人
也
出
申
候

は
入
、
其
時
々
之
上
三
升
の
く
わ
た
い
に
て
御
座
候
、
為
如
件

（
二
四
名
連
名
、
連
花
押
）

し
て
年
齢
階
梯
制
が
成
立
し
て
」
い
な
い
の
が
通
例
と
の
見
通
し
は
近
代
以

降
の
実
態
を
示
す
も
の
で
は
な
い
か
。

な
お
、
本
稿
は
大
宮
市
域
の
石
造
物
に
見
ら
れ
る
年
齢
集
団
を
検
討
し
た

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
近
世
村
落
に
お
け
る
年
齢
階
梯
制
の
普
遍
的
な
存
在

を
実
証
す
る
に
は
、
全
国
各
地
の
検
討
は
必
須
で
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

と
も
あ
れ
子
供
組
は
「
村
中
」
「
女
中
」
「
若
者
中
」
な
ど
村
落
内
年
齢

集
団
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
こ
こ
ま
で
の
検
討
で
、
近
世
期
ま
で
遡
る
事
例
を

い
く
つ
か
見
て
き
た
。

三
子
供
組
Ⅱ
年
齢
集
団
と
「
イ
エ
」
と
「
ム
ラ
」
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（
Ｒ
ｕ
）

⑪
元
禄
三
年
・
一
六
八
九
若
衆
書
留
之
事

若
衆
書
留
之
事

一
、
牛
田
地
く
い
候
事

一
、
分
山
か
り
候
事

一
、
茶
の
実
取
り
候
事

一
、
宮
の
ゑ
折
わ
る
事

一
、
て
ら
領
あ
ら
し
候
事

右
の
條
々
相
守
可
申
候
若
相
背
者
は
見
懸
次
第
に
過
代
に
落
し
可
申

者
也

元
禄
三
年
之
午
八
月
二
十
四
日

惣
若
衆
花
押

惣
子
供
衆
花
押

（
ワ
ー
）

⑫
元
禄
三
年
・
一
六
八
九
若
き
衆
吟
味
之
事

若
き
衆
吟
味
之
事

一
、
ち
や
之
実
い
す
ミ
申
事

一
、
牛
に
田
く
れ
申
事

一
、
ミ
ヤ
え
ゑ
あ
ら
し
申
事

一
、
は
ゑ
出
し
え
こ
り
申
事

一
、
子
供
わ
り
事
申
事

右
之
段
々
若
き
衆
寄
合
吟
味
之
上
に
而
公
事
お
ゑ
と
か
に
お
と
し
申

候
上
は
少
も
ゑ
こ
ひ
い
き
致
間
敷
候
為
其
寄
合
書
と
め
価
如
件

い
ず
れ
も
滋
賀
県
蒲
生
郡
市
原
村
高
木
に
伝
わ
る
も
の
で
あ
る
。
⑩
の
議

定
か
ら
は
、
「
村
中
若
衆
」
は
「
向
山
」
（
入
山
会
か
）
荒
ら
し
の
「
吟
味
」

Ｉ
裁
判
権
や
、
「
道
作
」
な
ど
へ
の
村
民
動
員
Ⅱ
行
政
執
行
権
や
、
違
反
者

へ
の
「
く
わ
た
い
」
Ⅱ
制
裁
執
行
権
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
⑪
は

「
惣
若
衆
」
「
惣
子
供
衆
」
の
議
定
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
子
供
組
と
若
者

組
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
⑫
の
「
若
き
衆
吟
味
之
事
」
の
第
五
條
に
は
「
子

供
わ
り
事
申
事
」
と
あ
り
、
若
者
組
が
子
供
（
惣
子
供
衆
）
の
統
括
権
を
有

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
の
三
つ
の
史
料
か
ら
、
「
若
衆
」
集
団
が
「
村
中
」
集
団
と
と
も

に
、
村
議
定
違
反
者
へ
の
裁
判
権
・
制
裁
執
行
権
を
分
有
し
、
い
わ
ば
村
の

〈
公
〉
権
の
一
端
を
担
う
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、

「
惣
子
供
衆
」
は
「
惣
若
衆
」
の
統
括
下
に
あ
り
つ
つ
、
「
惣
若
衆
」
と
列

挙
さ
れ
る
よ
う
な
集
団
で
あ
っ
た
。
先
に
大
宮
市
域
の
「
子
供
連
中
」
が
年

中
行
事
の
執
行
権
を
も
っ
て
い
た
事
実
を
示
し
た
が
、
こ
う
し
た
文
脈
で
見

る
と
、
子
供
組
も
ま
た
村
の
〈
公
〉
権
の
一
部
を
分
有
す
る
よ
う
な
存
在
で

あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
に
村
の
〈
公
〉
権
を
分
有
す
る
子
供
組
、
お
よ
び
各
年

齢
集
団
は
、
身
分
階
層
制
や
各
成
員
が
所
属
す
る
家
・
親
族
集
団
と
ど
の
よ

う
に
関
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。
文
政
年
間
の
赤
城
山
麓
原
之
郷
村
で
は
、
若
者

組
が
組
頭
源
兵
衛
を
村
八
分
に
す
る
事
件
が
起
き
て
い
る
。
村
八
分
の
理
由

は
、
若
者
組
が
主
宰
す
る
村
の
祭
礼
に
お
い
て
、
源
兵
衛
が
村
芝
居
の
準
備

に
参
加
し
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
祭
礼
へ
の
村
人
動
員
権
は
若
者
組
に

あ
り
、
こ
れ
に
応
じ
な
い
源
兵
衛
に
対
し
て
、
若
者
組
の
制
裁
権
が
発
動
さ

（
。
Ｏ
）

れ
た
の
で
あ
る
。
高
橋
敏
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
若
者
組
の
中
心
メ
ン
バ
ー
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は
特
定
の
階
層
に
属
し
て
お
ら
ず
（
上
層
・
中
層
・
下
層
の
各
階
層
に
ま
ん

べ
ん
な
く
属
し
て
い
る
）
、
ま
た
村
八
分
を
う
け
た
源
兵
衛
と
同
様
、
同
村

最
大
の
同
族
団
船
津
一
家
に
所
属
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
興
味
深
い
こ
と
に
、

中
心
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
民
太
・
一
之
助
の
場
合
、
源
兵
衛
と
階
層
を
同
じ
く

し
、
か
つ
同
じ
同
族
団
に
所
属
し
て
い
た
。
若
者
組
の
行
動
原
理
は
、
階
層

的
な
も
の
で
も
、
同
族
団
的
な
も
の
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
階
層
性
と

家
格
制
は
イ
コ
ー
ル
で
な
い
に
せ
よ
一
定
の
対
応
性
が
あ
り
、
同
族
団
は
家

の
集
合
体
で
あ
る
か
ら
、
若
者
組
の
行
動
原
理
は
、
階
層
性
や
家
Ｉ
親
族
集

団
の
原
理
か
ら
、
相
対
的
に
「
自
由
」
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
の
村
落
社
会
に
お
い
て
、
階
層
的
な
も
の
で
も
、
家
ｌ
同
族
団

的
な
も
の
で
も
な
く
、
か
つ
各
階
層
に
分
属
す
る
若
者
た
ち
を
包
括
す
る
原

（
ｎ
コ
）

理
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
共
同
体
的
な
も
の
し
か
あ
り
え
な
い
。
私
は
別
稿
で
、

共
同
体
的
な
農
民
倫
理
を
「
自
治
・
平
等
・
連
帯
」
と
し
て
抽
出
し
た
。
近

世
後
期
の
村
落
社
会
に
お
い
て
、
若
者
組
こ
そ
こ
う
し
た
倫
理
を
体
現
し
、

「
イ
筐
と
階
層
の
論
理
を
強
め
て
い
た
村
落
秩
序
か
ら
激
し
く
逸
脱
し
て

い
く
集
団
で
あ
っ
た
。

な
お
、
子
供
組
や
若
者
組
等
の
年
齢
集
団
の
特
徴
に
つ
い
て
、
瀬
川
清
子

氏
は
「
重
要
な
こ
と
は
、
子
供
群
や
子
供
組
が
家
を
基
盤
に
し
た
近
代
の
社

会
組
織
に
な
ら
さ
れ
た
私
た
ち
の
眼
に
、
一
視
平
等
の
年
齢
規
制
に
よ
る
集

団
活
動
と
し
て
映
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

江
守
五
夫
氏
も
「
ま
た
こ
の
制
度
（
引
用
者
注
、
年
齢
階
梯
制
の
こ
と
）
の

も
と
で
は
、
一
つ
の
家
族
の
諸
成
員
も
そ
れ
ぞ
れ
自
己
の
年
齢
に
応
じ
て
異

な
っ
た
年
齢
階
梯
に
分
属
し
、
そ
の
階
梯
に
相
応
せ
る
地
位
を
得
、
そ
れ
に

相
応
せ
る
行
動
を
社
会
的
に
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
各
人
は
家
の
殻
を

透
し
て
直
接
に
村
落
の
社
会
的
統
制
に
服
し
、
そ
の
か
ぎ
り
家
の
封
鎖
性
が

著
し
く
希
薄
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
村
落
は
誇
張
し
て
表
現
す
れ

ば
、
『
家
連
合
』
体
た
る
よ
り
は
む
し
ろ
年
齢
諸
階
梯
の
連
合
体
と
い
う
傾

向
を
お
び
る
」
「
年
齢
階
梯
制
は
、
異
齢
者
間
の
上
下
的
関
係
と
同
齢
者
間

の
水
平
的
関
係
を
同
時
に
含
む
社
会
制
度
と
し
て
現
れ
る
」
「
年
齢
階
梯
制

の
基
底
的
原
理
た
る
こ
の
年
輩
序
列
は
、
身
分
階
層
制
と
は
決
し
て
相
容
れ

な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

両
氏
の
指
摘
を
総
合
す
る
と
、
年
齢
規
制
を
基
盤
と
し
た
集
団
は
、
閉
鎖

性
を
本
質
と
す
る
「
家
」
や
、
序
列
性
を
本
質
と
す
る
各
「
身
分
階
層
」
に

対
し
て
、
「
平
等
」
や
「
水
平
的
関
係
」
を
対
置
し
、
村
落
共
同
体
的
紐
帯

を
も
っ
て
、
「
家
」
と
「
家
」
、
階
層
と
階
層
を
、
「
連
合
」
Ｉ
「
連
帯
」
せ

し
め
る
機
能
を
も
つ
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
私
が
抽
出
し
た
「
自
治

・
平
等
・
連
帯
」
と
い
う
共
同
体
倫
理
と
、
民
俗
学
や
民
族
学
が
明
ら
か
に

し
た
年
齢
階
梯
制
の
特
徴
は
、
基
本
的
に
符
合
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

幕
末
期
の
ア
ン
・
ヘ
ー
ル
の
目
に
、
日
本
の
子
供
が
両
親
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
埒
外
の
世
界
を
も
っ
て
い
る
と
映
っ
て
い
た
が
、
こ
の
世
界
は
単
に
「
田

園
風
」
「
自
然
の
ま
ま
」
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
子
供
組
と
い
う
年
齢
集

団
を
組
織
的
垂
盤
と
し
つ
つ
、
村
落
共
同
体
的
紐
帯
Ｉ
「
ム
ラ
」
の
論
理
に

染
め
ら
れ
て
い
た
。
両
親
は
、
つ
ま
り
「
イ
こ
の
論
理
は
、
「
ム
ラ
」
の

論
理
に
染
め
ら
れ
た
子
供
組
の
世
界
に
「
干
渉
」
し
よ
う
も
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

－97－



次
に
、
寺
子
屋
教
育
が
ど
の
よ
う
に
普
及
し
て
い
た
の
か
を
見
て
お
こ
う
。

（
皿
）

な
お
こ
の
課
題
に
つ
い
て
は
別
稿
で
検
討
し
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
要

点
の
承
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

次
に
掲
げ
る
「
大
宮
市
域
に
お
け
る
寺
子
屋
普
及
状
況
」
は
、
寺
子
屋
関

係
石
造
物
に
見
ら
れ
る
就
学
者
動
向
の
統
計
的
処
理
に
基
づ
い
て
作
成
し
た

も
の
で
あ
る
。

寺
子
屋
教
育
の
最
初
の
享
受
者
は
ひ
と
に
ぎ
り
の
「
村
役
人
」
層
で
あ
り
、

「
大
前
」
層
Ｉ
上
層
農
民
層
で
あ
っ
た
。
や
が
て
就
学
階
層
は
、
後
期
に
は

中
間
層
へ
、
末
期
に
は
下
層
農
民
層
ま
で
広
が
る
。
ま
た
女
子
の
就
学
者
が

⑬
大
宮
市
域
に
お
け
る
寺
子
屋
教
育
の
普
及

／
末
期

（
天
保
ｌ
慶
応
）

後
期

（
寛
政
ｌ
文
政
）

（
断
安
正
汕
ノ
ノ
ノ
｜
ノ
ノ
ノ
｜
村

中
叩
Ⅱ
Ⅱ
％
｜
ｊ
ノ
ム
「
上
層
期
民
陶

■
■

＃
①
②
に
つ
い
て
は
、
中
期
を
１
０
０
と
し
て
、
各
時
期
の
相
対
関
係
を
示
す
も

の
で
あ
る
。

四
子
供
組
と
寺
子
屋
の
併
存

ｌ
農
民
師
匠
の
輩
出
と
そ
の
可
能
性
Ｉ

③
．
冨

脾
揃
批
り
．
子
老
数
１
Ｊ

323 163

－

863 346

一
如
訓
％
’
８
皿
％
｜
拙
欺
州
朴
箙
傷
跡
節
層

｜
弱
％
－
ご
猟
数
一
「
献
附
糾
踊
剛
よ
び

④
就
学
階
届

初
め
て
登
場
す
る
の
は
寛
政
期
の
こ
と
で
、
そ
の
後
女
子
の
就
学
率
は
上
昇

し
て
い
く
が
、
幕
末
に
い
た
っ
て
も
男
子
優
位
の
状
況
は
か
わ
っ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
農
村
部
に
お
け
る
寺
子
屋
教
育
の
原
型
は
、
き
わ
め
て
階
層
的

で
あ
り
、
男
子
優
位
の
原
則
に
貫
か
れ
て
い
た
が
、
幕
末
に
む
か
っ
て
、
階

層
的
・
性
的
限
定
性
は
徐
々
に
克
服
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

大
宮
市
域
に
限
ら
ず
、
近
世
前
期
に
は
「
庄
屋
、
或
手
前
富
貴
成
も
の
は
、

子
供
に
物
を
か
か
せ
、
算
用
を
も
仕
せ
候
へ
共
、
貧
も
の
は
存
よ
り
も
無
之

（
ｕ
）

と
相
見
」
（
寛
文
二
年
・
一
六
六
二
、
土
佐
藩
「
国
徒
」
）
と
い
う
状
況
で
あ

っ
た
よ
う
だ
。
や
が
て
貨
幣
経
済
が
浸
透
し
て
い
く
元
禄
期
あ
た
り
に
な
る

と
、
時
代
状
況
に
マ
ッ
チ
ン
グ
し
よ
う
と
す
る
上
層
農
民
層
を
中
心
に
、

（
岨
）

「
長
者
二
代
な
し
」
（
『
百
姓
伝
記
』
）
と
い
う
「
イ
エ
」
没
落
の
危
機
意
識

を
大
き
な
契
機
と
し
て
、
「
分
相
応
に
学
文
を
い
た
し
土
民
職
を
勤
る
が
本

意
な
り
」
と
す
る
よ
う
な
教
育
意
識
を
狸
得
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
う

し
た
教
育
意
識
は
、
貨
幣
経
済
の
一
層
の
浸
透
と
比
例
し
て
、
上
層
農
民
か

ら
中
下
層
農
民
層
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。
少
な
く
と
も
就
学
者
サ
イ
ド
か

ら
す
れ
ば
、
寺
子
屋
教
育
へ
の
強
い
欲
求
を
支
え
た
の
は
「
家
」
の
繁
栄
を

願
い
、
「
家
」
の
没
落
を
忌
避
す
る
、
「
イ
筐
の
論
理
で
あ
っ
た
と
言
っ

て
よ
い
。
ア
ン
・
ヘ
ー
ル
が
見
た
「
た
だ
子
供
を
教
育
す
る
こ
と
だ
け
に
関
心

を
も
ち
、
そ
れ
を
唯
一
の
楽
し
承
」
と
す
る
「
両
親
」
た
ち
は
、
こ
う
し
た

「
イ
筐
の
論
理
に
染
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
幕
末
期
の
寺
子
屋
教
育
の
す
べ
て
は
、
「
イ
筐
の
論
理
の
一
色

に
染
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
先
に
、
幕
末
期
に
い
た
っ
て
、
寺
子
屋

就
学
者
の
階
層
的
・
性
的
限
定
性
は
徐
々
に
克
服
さ
れ
て
い
っ
た
と
指
摘
し
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た
が
、
こ
う
し
た
寺
子
屋
教
育
の
普
及
を
支
え
た
の
は
誰
な
の
だ
ろ
う
か
。

大
宮
市
域
に
お
け
る
寺
子
屋
師
匠
は
、
一
七
’
一
八
世
紀
に
は
僧
侶
の
み
で

あ
っ
た
。
一
九
世
紀
に
な
る
と
、
農
民
師
匠
が
初
め
て
登
場
し
、
そ
の
後
着

実
に
増
え
続
け
、
幕
末
・
維
新
期
に
は
全
師
匠
四
五
人
中
二
二
人
と
半
数
を

占
め
る
に
い
た
る
。
な
お
農
民
師
匠
の
経
営
規
模
は
、
非
農
民
師
匠
の
そ
れ

の
二
倍
強
で
、
幕
末
・
維
新
期
就
学
者
の
実
に
六
六
％
は
農
民
師
匠
に
就
い

て
い
た
こ
と
に
な
り
、
ま
た
女
子
就
学
者
の
八
○
％
強
が
農
民
師
匠
に
就
い

て
い
る
。
就
学
者
の
階
層
的
・
性
的
限
定
性
の
克
服
傾
向
を
担
っ
た
の
は
、

村
々
に
輩
出
す
る
農
民
師
匠
た
ち
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
農
民
師
匠
の
寺
子
屋

就
学
者
は
周
辺
数
ヶ
村
か
ら
通
っ
て
お
り
、
そ
の
就
学
圏
は
寺
子
屋
師
匠
が

所
属
す
る
村
落
を
超
え
て
広
域
化
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。

近
世
後
末
期
の
大
宮
市
域
で
寺
子
屋
師
匠
を
つ
と
め
た
農
民
は
三
七
人
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
有
力
農
民
の
家
長
層
で
あ
っ
た
。
彼
ら
農
民

師
匠
た
ち
が
本
職
で
あ
る
農
業
に
振
り
向
け
る
べ
き
一
日
の
時
間
の
大
半
を

饗
や
し
て
、
わ
ず
か
な
収
入
し
か
も
た
ら
さ
な
い
寺
子
屋
の
教
授
活
動
に
情

熱
を
燃
や
し
、
村
の
教
育
者
で
あ
り
続
け
よ
う
と
し
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

（
咽
）

高
橋
敏
氏
は
、
駿
州
農
民
の
分
析
を
通
し
て
、
幕
末
期
の
教
育
欲
求
が
農
村

復
興
へ
の
主
体
的
な
取
り
組
み
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

私
も
村
左
に
輩
出
す
る
農
民
師
匠
た
ち
を
支
え
た
行
動
原
理
を
検
討
し
、
彼

ら
が
競
争
原
理
と
し
て
の
「
自
由
」
や
、
「
村
」
や
「
個
人
」
の
内
面
化
に

よ
っ
て
、
「
イ
筐
の
論
理
や
階
層
的
利
害
を
克
服
し
、
村
落
危
機
を
救
う

実
践
的
な
社
会
倫
理
を
獲
得
し
つ
つ
あ
っ
た
と
の
提
起
を
行
っ
て
い
る
。

農
民
師
匠
た
ち
を
し
て
、
「
イ
筐
や
階
層
的
利
害
を
相
対
化
せ
し
め
た

契
機
は
、
貨
幣
経
済
の
不
可
逆
的
な
進
展
が
も
た
ら
し
た
村
落
危
機
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
競
争
原
理
と
し
て
の
「
自
由
」
や
、
村
落
Ｉ
地
域
社
会
の

捉
え
返
し
は
、
新
た
な
「
自
由
」
の
獲
得
や
、
富
ま
す
も
の
と
し
て
の

「
村
」
や
「
国
」
と
い
う
広
い
視
野
を
も
た
ら
し
つ
つ
あ
っ
た
。
彼
ら
の
思

想
的
成
熟
は
、
か
つ
て
の
「
イ
筐
の
論
理
で
も
な
い
、
か
つ
て
の
「
ム

ラ
」
の
論
理
で
も
な
い
、
「
イ
筐
と
「
ム
ラ
」
を
超
え
る
可
能
性
を
示
す

も
の
で
あ
っ
た
。

幕
末
期
に
お
け
る
子
供
組
と
寺
子
屋
の
併
存
と
い
う
事
態
は
、
教
育
を
享

受
す
る
子
供
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
「
ム
ラ
」
の
論
理
を
、
や
が
て
優
勢
化
す

る
「
イ
筐
の
論
理
が
お
し
の
け
よ
う
と
し
つ
つ
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
く
、

「
ム
ラ
」
と
「
イ
筐
の
対
抗
性
に
お
い
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
寺
子
屋
の
農
民
師
匠
た
ち
の
思
想
性
が
「
イ
筐
と
「
ム
ラ
」
を
超
え

る
可
能
性
を
孕
ん
で
い
た
こ
と
は
先
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
、
さ
ら
に
幕
末

期
寺
子
屋
の
就
学
圏
が
一
村
落
を
超
え
て
広
域
化
し
た
こ
と
を
併
せ
考
え
る

と
、
寺
子
屋
教
育
は
実
態
的
に
も
「
ム
ラ
」
を
超
え
る
地
域
的
広
が
り
を
準

備
し
つ
つ
あ
っ
た
と
言
え
る
。
子
供
組
の
世
界
が
一
村
落
を
単
位
と
す
る
と

い
う
限
定
性
を
も
つ
こ
と
と
、
鮮
か
な
対
照
を
示
し
て
い
る
。
幕
末
期
寺
子

屋
教
育
の
世
界
は
、
「
イ
筐
の
論
理
を
基
盤
と
し
つ
つ
、
「
ム
ラ
」
の
論

理
を
も
組
み
込
み
、
か
つ
近
世
的
な
村
落
の
枠
組
承
を
超
え
る
新
た
な
地
域

社
会
論
Ｉ
土
着
的
な
近
代
化
の
可
能
性
を
予
感
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

－99－



注（
１
）
『
ア
ン
ペ
ー
ル
幕
末
日
本
図
絵
』
上
巻
（
雄
松
堂
書
店
、
一
九
六

九
）

（
２
）
田
嶋
一
「
近
世
社
会
の
家
族
と
教
育
」
（
『
講
座
日
本
教
育
史
２
』
第

一
法
規
、
一
九
八
四
）
な
ど

（
３
）
瀬
川
清
子
『
若
者
と
娘
を
め
ぐ
る
民
俗
』
（
未
来
社
、
一
九
七
二
）

以
下
瀬
川
氏
の
引
用
は
す
べ
て
同
書
か
ら
。

（
４
）
江
守
五
夫
『
日
本
村
落
社
会
の
構
造
』
（
弘
文
堂
、
一
九
七
六
）
以

幕
末
期
在
地
社
会
に
あ
っ
た
子
供
組
と
寺
子
屋
の
併
存
と
い
う
事
態
は
、

近
代
に
入
っ
て
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
私
な
り
の
ラ
フ

な
見
通
し
を
示
す
と
、
村
の
教
育
者
で
あ
り
続
け
よ
う
と
し
た
実
践
的
格
闘

は
未
成
熟
の
ま
ま
近
代
公
教
育
に
吸
引
さ
れ
、
子
供
組
の
世
界
は
近
代
公
教

育
Ｉ
「
学
校
化
」
に
浸
潤
さ
れ
、
閉
鎖
的
な
「
イ
筐
の
論
理
が
強
ま
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
村
の
教
育
者
た
ち
が
育
ん
だ
思
想
的
・
実
践

的
可
能
性
は
途
絶
し
、
子
供
組
等
の
世
界
が
価
値
と
し
た
「
連
帯
」
Ｉ
共
同

体
的
紐
帯
は
近
代
天
皇
制
の
国
家
的
紐
帯
に
、
「
平
等
」
志
向
は
「
天
皇
の

赤
子
」
と
し
て
の
「
平
等
」
に
置
換
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
土
着
的

な
近
代
化
の
可
能
性
が
途
絶
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
実
に
日
本
近
代
の
不
幸

（
Ｍ
）

で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

下
江
守
氏
の
引
用
は
す
べ
て
同
書
か
ら
。

（
５
）
「
若
者
条
目
集
」
（
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
・
第
二
十
一
巻
』
三

一
書
房
）

（
６
）
前
掲
「
若
者
条
目
集
」

（
７
）
前
掲
「
若
者
条
目
集
」

（
８
）
高
橋
敏
「
村
落
文
化
の
社
会
的
基
盤
」
（
『
村
落
文
化
の
地
域
生
態
』

一
九
八
七
）

（
９
）
拙
稿
「
近
世
大
宮
の
生
活
・
文
化
・
教
育
の
歴
史
を
た
ど
る
」
（
『
大

宮
の
教
育
史
調
査
報
告
書
（
Ⅳ
）
』
大
宮
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
九
）

な
お
、
近
世
農
民
の
「
自
治
・
平
等
・
連
帯
」
意
識
は
農
民
身
分
の
内

部
で
自
己
完
結
す
る
も
の
で
、
幕
藩
制
下
の
身
分
制
度
を
前
提
に
す
る

と
い
う
限
定
性
を
有
し
て
い
た
。

（
蛆
）
前
掲
拙
稿
、
お
よ
び
拙
稿
「
農
民
家
族
の
行
う
教
育
」
（
『
叢
書
〈
産

む
．
育
て
る
。
教
え
る
〉
２
』
藤
原
書
店
、
一
九
九
一
）

（
Ⅱ
）
青
木
美
智
男
「
幕
末
期
民
衆
の
教
育
要
求
と
識
字
能
力
」
（
『
講
座
日

本
近
世
史
７
』
有
斐
閣
、
一
八
八
五
）

（
皿
）
青
木
前
掲
論
文

（
過
）
高
橋
敏
『
日
本
庶
民
教
育
史
研
究
』
（
未
来
社
、
一
九
七
八
）

（
Ｈ
）
拙
稿
「
村
に
や
っ
て
き
た
近
代
教
育
」
（
『
大
宮
の
教
育
史
調
査
報
告

書
（
Ｖ
）
（
Ⅵ
こ
一
九
九
○
、
未
完
）
で
、
明
治
期
教
育
を
め
ぐ
る
村

と
国
家
の
相
剋
を
検
討
中
で
あ
る
。

（
大
宮
市
役
所
日
本
近
世
教
育
史
）
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